
 

こ
ん
に
ち
は
、
小
町
で
す
。
独
身
時
代
は

旅
行
が
趣
味
だ
っ
た
小
町
で
す
が
、
子
育
て

中
の
今
は
も

っ
ぱ
ら

「
旅
番
組
」
で
バ
ー

チ
ャ
ル
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
特
に
お

気
に
入
り
は
Ｂ
Ｓ
の
旅
番
組
。
取
材
が
丁
寧

で
映
像
も
美
し
く
、
観
て
い
る
だ
け
で
本
当

に
旅
を
し
て
い
る
気
分
に
な
っ
て
き
ま
す
。

世
界
の
色
々
な
場
所
で
、
色
々
な
人
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
営
ん
で
い
る
。
そ
れ
を

垣
間
見
る
の
も
旅
番
組
の
醍
醐
味
。
小
町
お

す
す
め
の
旅
番
組
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
世
界
ふ
れ
あ
い
街
歩
き  

 

小
町
の
イ
チ
オ
シ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
プ

レ
ミ
ア
ム
の
「世
界
ふ
れ
あ
い
街
歩
き
」
。
深

く
掘
り
下
げ
た
丁
寧
な
取
材
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
上
質
な
旅
番
組
で
す
。
リ
ポ
ー

タ
ー
の
姿
は
入
り
ま
せ
ん
。
お
仕
着
せ
の
よ

う
な
観
光
情
報
も
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
メ
ラ
が

世
界
の
街
を
訪
ね
歩
き
、
大
通
り
か
ら
路
地

ま
で
、
ま
る
で
自
分
が
そ
こ
を
歩
い
て
い
る

よ
う
な
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
演
出
が
旅
好
き

の
こ
こ
ろ
を
く
す
ぐ
り
ま
す
。 

 

名
所
旧
跡
も
い
い
け
れ
ど
、
何
気
な
い
通

り
や
街
角
に
こ
そ
旅
の
魅
力
が
あ
る
と
思

わ
せ
て
く
れ
る
番
組
で
す
。
美
し
い
映
像
と

マ
ッ
チ
し
た
音
楽
も
秀
逸
で
、
旅
気
分
が
さ

ら
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
放
送
時
間
は
火
曜

日
の
夜
８
時
か
ら
（
再
放
送
あ
り
）。
番
組
Ｄ

Ｖ
Ｄ
も
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◆
欧
州
鉄
道
の
旅 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
道
旅
行
は
小
町
の
憧

れ
。
旅
行
者
の
目
線
で
車
窓
風
景
を
ゆ
っ
た

り
と
映
し
出
す
「欧
州
鉄
道
の
旅
」
（
Ｂ
Ｓ
フ

ジ
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄
道
の
旅
を
疑
似
体

験
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
紀
行
番
組
で
す
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
道
は
国
境
を
越
え
る

と
車
掌
が
変
わ
り
、
言
葉
も
変
わ
り
ま
す
。

始
発
駅
と
終
着
駅
で
は
、
映
画
の
ワ
ン

シ
ー
ン
さ
な
が
ら
の
光
景
が
見
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
鉄
道
の
旅
は
時
間
に
ゆ
と
り
が

あ
っ
て
こ
そ
。
「
い
つ
か
私
も
」
と
夢
想
し

な
が
ら
、
ま
だ
見
ぬ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
車
窓

を
胸
に
思
い
描
い
て
い
ま
す
。
放
送
時
間

は
毎
週
水
曜
日
、
夜
10
時
か
ら
。
バ
ッ
ク

で
流
れ
る
現
地
の
音
楽
に
も
ご
注
目
く
だ

さ
い
ね
。 

◆
地
球
バ
ス
紀
行 

 

バ
ス
旅
行
が
お
好
き
な
ら
、
Ｂ
Ｓ 

Ｔ
Ｂ

Ｓ
の

「地
球
バ
ス
紀
行
」
が
お
す
す
め
。
国

境
越
え
の
長
距
離
バ
ス
か
ら
街
の
路
線
バ

ス
ま
で
、
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
知
ら
な
い

国
、
知
ら
な
い
道
を
訪
ね
ま
す
。
足
早
や
の

旅
で
は
味
わ
え
な
い
ロ
ー
カ
ル
な
魅
力
を

堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。
放
送
は
毎
週
火
曜

日
、
夜
９
時
か
ら
で
す
。 

 

ち
な
み
に
、
ど
の
番
組
も

Y
o

u
T

u
b

e

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
で
検
索
す
る
と
ヒ
ッ
ト

し
ま
す
。
Ｂ
Ｓ
が
観
ら
れ
な
い
方
は
こ
ち
ら

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
ね
。 

旅
番
組
で
バ
ー
チ
ャ
ル
旅
行
に
出
か
け
よ
う
！ 



 自分の気持ちが相手になかなか伝わらないとき、心

の中にはふたつの相反する感情が生まれているよう

です。ひとつは、「私は気持ちを伝えるのが苦手だから

仕方ない」というあきらめの気持ち。もうひとつは、

「この人はちっともわかってくれない」と相手を責め

る気持ち。どちらも一理あるようでいて、実は「なぜ

伝わらないのか」といった本質の部分を理解しなけれ

ば、いつまでも自分の気持ちが伝わらないイライラか

ら解放されません。 

 

 気持ちを伝えるのが苦手だと思っている人は、何と

か伝えようとするあまりしゃべりすぎてしまうこと

はありませんか。残念ながらこれは逆効果です。言葉

を重ねれば重ねるほど「私が、私が」となってしまい

がちで、相手が聞く耳を持ってくれなくなります。ま

た、人は無意識に「こう言ったらこんな言葉が返ってく

る」と思い込んでいるところがあります。ですから、自

分の思い通りの反応が返ってくれば「伝わっている」と

安心しますが、期待外れの答えをされると「この人はわ

かってくれない」と相手を責めたくなります。身勝手な

反応ですが、実によくあることです。 

 

 そもそも、「気持ちは伝えるもの」と思い込んでいる

ことが間違いのもとかもしれません。気持ちは「伝え

る」というより、「汲んで」もらったり「察して」もらっ

たりする部分が大きいと思います。しかも言葉の捉え

方は人それぞれ。言葉に頼って伝えようとするとすれ

違いが起こりやすく、気持ちを察してもらうどころ

か、ますます溝が深まってしまうこともあります。 

 不思議なもので、言葉につまって黙ってしまったと

きのほうが、相手は「この人は今、何を言おうとした

のかしら？ どう思っているのかしら？」と気持ちを

汲んであげようとするものです。どんなタイミング

で、どんな言い方をするかも大切ですが、伝えること

に一生懸命になりすぎると、「気持ちを汲んであげよ

う」という相手のこころの余地を奪ってしまいます。 

 

 わかる人には黙っていてもわかってもらえるし、何

をどうやってもピンと来ない人もいる。それが「気持

ち」ではないかと思います。わかってもらえなくて当

たり前。そこからスタートしてみると、しゃべりすぎ

たり相手を責めたりする失敗が減って、相手から「気

持ちを汲んであげよう」と思ってもらいやすくなるの

かもしれません。 

しゃべりすぎない 「伝わらなくて当たり前」を前提に 



 

人
間
の
筋
肉
は
何
層
に
も
重
な
っ

て
体
を
覆
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
比
較
的
深
い
部
分
に
あ
る
筋
肉
が

「
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
姿
勢
を
細
か
く
調
整
し

た
り
関
節
の
位
置
を
正
常
に
保
っ
た

り
し
て
お
け
る
の
は
、
体
の
奥
で
イ

ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
が
働
い
て
い
る
か

ら
で
す
。 

 

日
本
は
腰
痛
大
国
で
、
８
割
以
上

の
人
が
生
涯
を
通
じ
て
腰
痛
を
体
験

す
る
そ
う
で
す
。
腰
痛
の
原
因
は

様
々
で
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
は
間

違
っ
た
体
の
使
い
方
。
体
の
各
部
位

は
す
べ
て
連
動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
部
位
が
必
要
な
と
き
に
必
要

な
力
を
出
し
て
連
動
す
れ
ば
、
無
駄

な
動
き
を
し
な
い
で
シ
ン
プ
ル
に
体

を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
人
ぞ
れ
ぞ
れ
に
体
の
ク
セ
が
あ

り
、
そ
の
ク
セ
の
せ
い
で
余
分
な
動

き
を
し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

上
手
に
体
を
使
う
に
は
、
体
幹
を

意
識
し
て
動
か
し
、
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ

ス
ル
を
刺
激
す
る
こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ

選
手
な
ど
が
筋
ト
レ
で
行
う
腹
筋

は
、
体
の
表
面
的
な
筋
肉
を
鍛
え
る

た
め
の
運
動
で
す
。
体
の
奥
に
あ
る

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え
る
に

は
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
や
ヨ
ガ
、
太
極
拳
、

バ
レ
エ
な
ど
体
幹
を
し
っ
か
り
使
う

運
動
が
効
果
的
。
ま
た
、
最
近
話
題
の

「
呼
吸
法
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
で
も
イ
ン

ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
が
強
く
な
り
ま
す
。 

 親切を受けたとき、「チップをはずむよ」と冗談を

言ったりしますね。日本にチップの習慣はありません

が、「心付け」という粋なはからいがあります。 

 たとえば旅先で旅館に泊まったとき、心付けのある

なしで待遇に違いがあるようです。由緒正しい旅館で

は部屋ごとに担当の人が決まっています。部屋に通さ

れたとき、自分たちの担当の人に「お世話になります」

と言って心付けを渡してみてはいかがでしょう。金額

は千円から二千円程度が一般的です。旅行にお年寄り

や小さい子どもが同行する場合、宿泊先で何かと手を

借りることがあります。先に心付けを渡しておけば頼

みやすく、旅館側も快く協力してくれるでしょう。 

 せっかくの心付けも、お札をはだかのまま渡したの

では相手も受け取りにくいもの。金額もわかってしま

うので双方が気まずい思いをすることもあります。心

付けは懐紙やポチ袋、白い紙（便箋など）に包んで渡

すのがスマートなやり方です。表書きはいりません

が、「花一重」や「松の葉」などと書くと、なかなかしゃ

れたお客さんだと好印象になりそうです。ちょとした

心付けで気分良く旅ができるなら、覚えておきたい大

人女子のマナーですね。 

 ちなみに、画像のような素敵なデザインのポチ袋を

持ち歩いておくと、思わぬ場面で役立ちますよ。 


